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内

容

概  要 

・運転操作ミス等により誤って侵入した自動車を強制的に停止させる，

自動車用強制制動体の特性を評価し最適化する．

・安全性を保持しつつ制動性能向上を図るとともに，最適な強制制動体の

構造（高強度化，軽量化など）を提案する．

従来技術・ 

競合技術 

との比較 

（優位性） 

道路工事現場等における車両の進入事故防止や安全のため，充分な防護機能

を有さないクッションドラム，コーン，矢印板等に替わり，ギリシャ文字のλ

のような構造をした自動車用強制制動体が使用されるようになってきたが，制

動性能の向上や最適構造設計に関し，十分な調査研究が行なわれていないのが

現状である． 

本技術の 

有用性 

本研究では，自動車を強制的に制動するために設置されるλ型強制制動体を 

対象として，制動特性を評価することを目的とし制動性能向上を図る．最適な 

強制制動体の構造設計（高強度化，軽量化など）や新しい制動機構，装置の検 

討，提案へとつなげ，衝突安全性向上による事故低減を目指す． 
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